
◆介護予防事業実施状況

１．介護予防普及啓発

【事業実績】

①介護予防教室事業実施状況

開催回数 利用人数 開催回数 利用人数 開催回数 利用人数 開催回数 利用人数 開催回数 利用人数

120 1,897 128 2,315 118 2,055 125 1,864 106 1,926

29 524 20 429 12 234 20 288 21 397

149 2,421 148 2,744 130 2,289 145 2,152 127 2,323

２．地域介護予防活動支援

【事業実績】

①いきいき百歳体操の啓発・取り組みの支援等
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小地域のつどい健康教室

老人クラブ健康教室

平成3１年　4月　1日　現在

　　　　　　介護予防事業取り組み体制図

☆住民自身が運営する体操の集いなどの活動を地域に展開し、人と人とのつながりを通じて参加者や通いの場が継続的に拡大していくような地域づくりを推進する。

☆高齢者本人へのアプローチだけではなく、居場所と出番つくり等、「心身機能」「活動」「参加」のそれぞれの要素にバランスよく働きかけることや介護予防を強化する観点か
ら、リハビリテーション専門職等を活かした自立支援に資する取り組みを推進する。

地域で取り組む介護予防！

○いきいき百歳体操団体交流会（基幹）

○いきいき百歳体操サポーター養成講座
→★平成31年度より各支援センターで実施

○らくらく介護入門

○介護者交流会（認知症のご家族を
介されている方へ）

～日頃の悩みや困り事をみんなで
かち合いませんか～

→★参加者からの要望により、平成
31年度から月1回の開催に変更。内
容についても見直しを検討する。

③介護予防人材育成
○認知症の啓発
★市民公開講座の実施（基幹）

○もの忘れ相談（基幹）
○GPS端末貸与サービス（市）
○高齢者等SOSネットワーク…メール配信、防災無線（市）
○認知症地域支援推進員との連携（基幹・市）
○認知症初期集中支援チームの拡充（基幹）

○認知症当事者の会立ち上げや啓発に向けた検討チーム(認知
症地域 支援推進員)
○徘徊見守りネットワークの構築
地域見守り活動との連携・認知症等行方不明高齢者への対策

②地域介護予防活動支援事業

○食の自立支援サービス（市）

○介護用品支給事業（市）

○緊急通報システム機器設置サービ
ス（市）

○高齢者住宅バリアフリー化助成事
業 （市）

○食生活改善支援サービス（市）

高齢者生活支援

いきいき百歳体操の推進

介護者支援の充実

④認知症対策の取組み

○より介護予防の必要が高まる６５歳以上
（要支援１まで）を対象に仲間づくりや生
活意欲の向上、社会的孤立感の解消及び生
きがいの高揚を図り心身機能の維持向上を
目的として実施（社協）
・プログラム型（リハビリ体操、口腔衛生
指導、栄養指導など介護予防の普及啓発な
ど）

高齢者つどいの日

○いきいき百歳体操サポート事業
（支援センター委託）

○いきいき百歳体操団体への支援
→★新規立ち上げだけではなく、既存グ
ループの継続支援にも注力する

○【認知症サポーター養成講座】
→★団体だけでなく一般への講座検討

○キャラバン・メイトスキルアップ研修

○認知症カフェの支援【支援センター】
→★市民や認知症サポーターのかかわりな
ど検討

○地域リハビリテーション活動支援事業
・いきいき百歳体操の体力測定の協力
・いきいき百歳体操サポ—ト事業等介護予防事業の評価・アドバイス
・人材育成、啓発への協力（講座等）

○地域ケア会議への出務協力

①介護予防の普及啓発の推進

→★介護予防メニューの開発→地域に応じた介護予防メニューの提示
→DVD、啓発パンフレット、ちらしなど教材の検討

＜介護予防普及啓発事業＞
○医師から学ぶ講演会（１～2回/年委託）

＜地域における介護予防＞
○地域で取り組む介護予防講座 （区自治会、小地域のつどい・サロンなどの団体に対
し
て 介護予防に関する講座
メニュー：お口の健康・栄養・デュアルタスクメニューの３種メニュー（12回/年

委）

→★地域の小単位の活動への介護予防講座（お口の健康・栄養）の機会を増やす

○高齢者健康教室（老人クラブを対象に健康教室を開催）（基幹）

メニュー：健康、運動、認知症予防関連等

○保健福祉活動（各支援センター業務）

きらめき介護予防メニュー：介護保険制度、福祉用具、高齢者の権利を守る、

見直そう住環境、健康寿命を延ばそう足指力測定、思い出語って脳いきいき、

⑤リハビリ専門職との連携 ⑥生活支援コーディネーターとの連携

○担当地域の生活支援コーディネーターとの情報共有
・介護予防に関する地域資源の把握
・地域課題の抽出

○圏域別ケア会議の開催

⑦在宅医療・介護連携支援センター
との連携

○入退院時の連携
○在宅生活の支援、往診等での病院との連携支援


